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オ ー プ ン エ デ ュ ケ ー シ ョ ン，Scholarship of 









































































































2009年トカラ列島皆既日食の総合観測研究教育 理学研究科 　教授　家森俊彦 防災研
横断的FD推進プロジェクト 医学研究科 　教授　平出　敦 薬，高等教育センター
人間健康科学のための画像アーカイブシステムの構築 医学研究科 　教授　笹田昌孝 附属病院
人体臓器標本アーカイブスの構築 医学研究科 　教授　真鍋俊明



























アジアの地震学・地震防災学若手研究者交流支援事業 防災研究所 　教授　川崎一朗 理
ジョグジャカルタにおける地域研究的防災教育の試み 東南アジア研究所 　所長　水野広祐 工，地域研
英国議会資料を活用した地域情報拠点の整備 地域研究統合情報センター 　センター長　田中耕司
生存基盤持続型の発展のための森林政策に関する国際シンポジウム



















j.Pod 森里海連環学連携棟Ⅱの設置 フィールド科学教育研究センター 　教授　白山義久 農，学堂






























先端科学技術と伝統文化・芸術の融合を目指す教育研究推進プロジェクト ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー  　施設長　松重和美 工
学内図書配送システムの整備 理事・副学長 　大西有三
（代表者の所属・職名は採択時点のものである）















６．申 込 締 切： 6月18日（木）
































































































































































（＊ 1）［殿所（外所（とんどころ））地震］ 1662.10.31　寛文2.9.20  宮崎県・大分県・鹿児島県東部 （N31.7°
E132.0° M7.5）　日向国佐土原城破損 , 潰家3,800余 , 死者200。県〈延岡〉城石垣破損 , 領内潰家1,300余 , 死
者５。秋月〈高鍋〉で城の石垣崩れ , 潰家約280, 飫肥で城の石垣破損 , 領内潰家1,200余 , うち約250は海中に
没す , 死15。山崩れあり。津波あり , 別府湾で破船10隻 , 穀類６千俵潮に濡れる。那珂郡沿岸の７ヵ村周
囲７里35町 , 田畑8,500石余の地 , 没して海となる。日向灘の地震とみられるが , 同地域の地震としては史
上最大の被害。【出典：宇津徳治ほか編『地震の事典』第１版，朝倉書店，1987年 P482（日本の主な地震の表）】
　
（＊ 2）［伸縮計（歪計）］：伸縮計は土地の伸び縮みの変化を測るもの。数ｍ～数十ｍ離れた 2点に埋め込ま
れた固定柱に棒（標準尺）をわたして一方を固定し（固定端），他方を自由に動くようにしたもの（自由端）で，
固定端から棒の自由端までの距離を測定し， 2点間の伸縮を測定するものである。自由端での変位量を測
定し， 2点間の長さで割ったものが伸縮歪量となる。温度変化の影響を軽減すため，標準尺の材料は温度
係数の小さいものが使用され，溶融水晶管やスーパーインバールが用いられる。
　［水管傾斜計（傾斜計）］：水管傾斜計は数ｍ～数十ｍ離れた 2点に置かれた水槽を細い管でつないだもの
で，水面の高さの差を読み取ることで土地の傾斜を測る。水面変化を0.1μｍの精度で測れば， 2点間が
100mあれば，1×10－9rad の測定ができる。水面変化の自記記録方式として現在多く用いられているのは，
フロートを浮かし，水面の変動をフロートの位置の変動として検出しようとするものである。当観測所で
はフロート位置の変化を電気的に取り出すのに，差動トラン
スや渦電流式変位センサーなどを利用している。
連絡先
〒889-2161　宮崎市加江田3884
TEL：0985－65－1161
FAX：0985－55－4005　
アクセス
　・宮崎駅からＪＲ日南線／曽山寺駅下車，徒歩１５分
　　（宮崎空港駅から田吉駅ｏｒ南宮崎駅でＪＲ日南線に乗換え）
　・宮崎駅から宮崎交通バス「青島・白浜」／曽山寺下車，徒歩１５分
職員構成
教員　　　　３名（現地１名，兼任２名）
技術職員　　１名（現地勤務）
非常勤職員　１名（現地勤務）
宿毛（SKM）における歪変化と観測坑道平面図：SST 発生時期
（１９９７,２００３）と１９９１年に歪変化率が大きくなっている。
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
